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(57)【要約】
　再送方法において、第１ＰＤＵに含まれている少なく
とも１つのＡＲＱブロックを複数のＡＲＱサブブロック
に断片化し、複数のＡＲＱサブブロックから少なくとも
１つの第２ＰＤＵを生成する。第２ＰＤＵは、拡張ヘッ
ダと、複数のＡＲＱサブブロックのうちの少なくとも一
部のＡＲＱサブブロックを含むペイロードとを含む。拡
張ヘッダは、ペイロードに属する１番目のＡＲＱサブブ
ロックのシーケンス番号を示すフィールドを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムの送信装置でプロトコルデータユニット（ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄａｔ
ａ　ｕｎｉｔ、ＰＤＵ）を再送する方法であって、
　第１ＰＤＵに含まれている少なくとも１つの自動再送要求（ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅ
ｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ、ＡＲＱ）ブロックを複数のＡＲＱサブブロックに断片化する
ステップと、
　前記複数のＡＲＱサブブロックを少なくとも１つの第２ＰＤＵのペイロードに割り当て
るステップと、
　前記第２ＰＤＵの前記拡張ヘッダに、前記第２ＰＤＵのペイロードに属する１番目のＡ
ＲＱサブブロックのシーケンス番号を示す第１フィールドを割り当てるステップと、
　前記第２ＰＤＵを伝送するステップとを含むことを特徴とする再送方法。
【請求項２】
　前記第２ＰＤＵの拡張ヘッダに、前記第２ＰＤＵのペイロードが最後のＡＲＱサブブロ
ックを含むかを示す第２フィールドを割り当てるステップをさらに含むことを特徴とする
請求項１に記載の再送方法。
【請求項３】
　前記ペイロードに割り当てるステップは、
　前記複数のＡＲＱサブブロックのうちの一部のＡＲＱサブブロックを、前記少なくとも
１つの第２ＰＤＵのうちのいずれか１つの第２ＰＤＵのペイロードに割り当てるステップ
と、
　前記複数のＡＲＱサブブロックのうちの他の一部のＡＲＱサブブロックを、前記少なく
とも１つの第２ＰＤＵのうちの他の１つの第２ＰＤＵのペイロードに割り当てるステップ
とを含むことを特徴とする請求項１に記載の再送方法。
【請求項４】
　前記断片化するステップは、前記ＡＲＱブロックを固定された大きさに断片化し、前記
複数のＡＲＱサブブロックを生成するステップを含むことを特徴とする請求項１に記載の
再送方法。
【請求項５】
　前記第２ＰＤＵの拡張ヘッダに、前記第２ＰＤＵが再構成されるＰＤＵなのかを示す第
２フィールドを割り当てるステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の再送
方法。
【請求項６】
　前記第２ＰＤＵの拡張ヘッダに、前記ＡＲＱブロックのシーケンス番号を示す第２フィ
ールドを割り当てるステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の再送方法。
【請求項７】
　前記第２ＰＤＵの拡張ヘッダに、前記第１ＰＤＵに含まれているサービスデータユニッ
ト（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ、ＳＤＵ）の断片化情報を示す第２フィールド
を割り当てるステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の再送方法。
【請求項８】
　前記第２ＰＤＵの拡張ヘッダに、少なくとも１つの第２フィールドを割り当てるステッ
プをさらに含み、
　前記第２フィールドを割り当てるステップは、前記第２フィールドが所定の値を有する
場合、前記第２フィールドの次に、１つのＳＤＵまたはＳＤＵ断片に属するＡＲＱサブブ
ロックの長さを示す第３フィールドを割り当てるステップを含むことを特徴とする請求項
１に記載の再送方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのＡＲＱブロックは、第１接続からの第１ＡＲＱブロックと、第２
接続からの第２ＡＲＱブロックとを含み、
　前記複数のＡＲＱサブブロックは、前記第１ＡＲＱブロックが断片化された複数の第１
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ＡＲＱサブブロックと、前記第２ＡＲＱブロックが断片化された複数の第２ＡＲＱサブブ
ロックとを含み、
　前記再送方法は、前記第２ＰＤＵの拡張ヘッダに、少なくとも１つの拡張ヘッダブロッ
クを割り当てるステップをさらに含み、
　前記少なくとも１つの拡張ヘッダブロックは、前記第１接続に対応する少なくとも１つ
の第１拡張ヘッダブロックと、前記第２接続に対応する少なくとも１つの第２拡張ヘッダ
ブロックとを含み、
　前記第１フィールドを割り当てるステップは、前記第１および第２拡張ヘッダブロック
に、それぞれ前記第１フィールドを割り当てるステップを含むことを特徴とする請求項１
に記載の再送方法。
【請求項１０】
　前記第１および第２拡張ヘッダブロックに、それぞれ前記第２ＰＤＵのペイロードが最
後のＡＲＱサブブロックを含むかを示す第２フィールドを割り当てるステップをさらに含
むことを特徴とする請求項９に記載の再送方法。
【請求項１１】
　前記第１および第２拡張ヘッダブロックに、それぞれ前記第２ＰＤＵが再構成されるＰ
ＤＵなのかを示す第２フィールドを割り当てるステップをさらに含むことを特徴とする請
求項９に記載の再送方法。
【請求項１２】
　前記第１および第２拡張ヘッダブロックに、それぞれ当該拡張ヘッダブロックに含まれ
ているＡＲＱサブブロックに対する接続の識別子を示す第２フィールドを割り当てるステ
ップをさらに含むことを特徴とする請求項９に記載の再送方法。
【請求項１３】
　前記第１および第２拡張ヘッダブロックに、それぞれ当該拡張ヘッダブロックの次に他
の拡張ヘッダブロックが存在するかを示す第２フィールドを割り当てるステップをさらに
含むことを特徴とする請求項９に記載の再送方法。
【請求項１４】
　前記第１ＰＤＵは、初期伝送に失敗したＰＤＵであることを特徴とする請求項１に記載
の再送方法。
【請求項１５】
　無線通信システムの送信装置でＰＤＵを再送する方法であって、
　第１ＰＤＵに含まれている少なくとも１つのＡＲＱブロックを複数のＡＲＱサブブロッ
クに断片化するステップと、
　前記複数のＡＲＱサブブロックから少なくとも１つの第２ＰＤＵを生成するステップと
、
　前記第２ＰＤＵを伝送するステップとを含み、
　前記第２ＰＤＵは、
　拡張ヘッダと、
　前記複数のＡＲＱサブブロックのうちの少なくとも一部のＡＲＱサブブロックを含むペ
イロードとを含み、
　前記拡張ヘッダは、前記ペイロードが最後のＡＲＱサブブロックを含むかを示す第１フ
ィールドを含むことを特徴とする再送方法。
【請求項１６】
　前記拡張ヘッダは、前記ペイロードに属する１番目のＡＲＱサブブロックのシーケンス
番号を示す第２フィールドをさらに含むことを特徴とする請求項１５に記載の再送方法。
【請求項１７】
　前記拡張ヘッダは、前記第２ＰＤＵが再構成されるＰＤＵなのかを示す第２フィールド
をさらに含むことを特徴とする請求項１５に記載の再送方法。
【請求項１８】
　前記拡張ヘッダは、前記ＡＲＱブロックのシーケンス番号を示す第２フィールドをさら
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に含むことを特徴とする請求項１５に記載の再送方法。
【請求項１９】
　前記拡張ヘッダは、前記第１ＰＤＵに含まれているＳＤＵの断片化情報を示す第２フィ
ールドをさらに含むことを特徴とする請求項１５に記載の再送方法。
【請求項２０】
　前記拡張ヘッダは、Ｎ個の第２フィールドおよび（Ｎ－１）個の第３フィールドをさら
に含み、
　各第２フィールドは、次に第３フィールドが存在するかを示し、
　各第３フィールドは、１つのＳＤＵまたはＳＤＵ断片の長さを示すことを特徴とする請
求項１５に記載の再送方法。
【請求項２１】
　前記断片化するステップは、前記ＡＲＱブロックを固定された大きさに断片化し、前記
複数のＡＲＱサブブロックを生成するステップを含むことを特徴とする請求項１５に記載
の再送方法。
【請求項２２】
　無線通信システムの送信装置であって、
　第１ＰＤＵに含まれている少なくとも１つのＡＲＱブロックを複数のＡＲＱサブブロッ
クに断片化し、前記複数のＡＲＱサブブロックを少なくとも１つの第２ＰＤＵのペイロー
ドに割り当てる再断片化部と、
　自身のペイロードが最後のＡＲＱサブブロックを含むかを示すフィールドを含む拡張ヘ
ッダを前記第２ＰＤＵに割り当てるＰＤＵ生成部と、
　前記第２ＰＤＵを伝送する送受信部とを含むことを特徴とする送信装置。
【請求項２３】
　無線通信システムの送信装置であって、
　第１ＰＤＵに含まれている少なくとも１つのＡＲＱブロックを複数のＡＲＱサブブロッ
クに断片化し、前記複数のＡＲＱサブブロックを少なくとも１つの第２ＰＤＵのペイロー
ドに割り当てる再断片化部と、
　自身のペイロードに属する１番目のＡＲＱサブブロックのシーケンス番号を示すフィー
ルドを含む拡張ヘッダを前記第２ＰＤＵに割り当てるＰＤＵ生成部と、
　前記第２ＰＤＵを伝送する送受信部とを含むことを特徴とする送信装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、送信装置および再送方法に関し、特に、自動再送要求（ａｕｔｏｍａｔｉｃ
　ｒｅｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ、ＡＲＱ）の再送方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信システムは、一般的に、伝送に失敗したパケットを再送する再送方式を用い、
再送方式としてＡＲＱ方式がある。従来のＡＲＱ方式では、サービスデータユニット（ｓ
ｅｒｖｉｃｅ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ、ＳＤＵ）をＡＲＱブロックに断片化（ｆｒａｇｍｅ
ｎｔａｔｉｏｎ）し、プロトコルデータユニット（ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄａｔａ　ｕｎｉ
ｔ、ＰＤＵ）を構成し、断片化したＡＲＱブロックに連続したシーケンス番号を割り当て
る。各ＰＤＵには当該ＰＤＵに属するＡＲＱブロックのうちの１番目のＡＲＱブロックの
シーケンス番号を表示し、受信側で再組立できるようにする。
【０００３】
　ＰＤＵの再送方式として、ＰＤＵを再構成（ｒｅ－ａｒｒａｎｇｅｍｅｎｔ）して伝送
する方式と、再構成することなく伝送に失敗した同一のＰＤＵを伝送する方式とがある。
ＰＤＵを再構成して伝送する場合、再送するＰＤＵに含まれているＡＲＱブロックを複数
のＰＤＵに分けて伝送する。
【０００４】
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　この場合、最初の伝送および再送で使用されるＡＲＱブロックの大きさが固定されてい
るため、無線環境に適切に対応できないことがあった。例えば、１００バイトのＡＲＱブ
ロックの伝送に失敗した場合、より小さい大きさのＡＲＱブロックを伝送することが伝送
成功率を向上させることができるが、再送されるＡＲＱブロックの大きさが以前に定めた
大きさによって制限されると、伝送成功率を向上させるのに困難があった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】米国特許出願公開第２０１０－０１７７６９３号
【特許文献２】米国特許第７，４００，６４９号
【特許文献３】米国特許第７，５６４，８３１号
【特許文献４】米国特許出願公開第２００７－０２９７４５１号
【特許文献５】日本特許出願公開第２００８－０４８３２５号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明が解決しようとする課題は、再送成功率を向上させることができる再送方法およ
び装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の一実施形態によれば、無線通信システムの送信装置でＰＤＵを再送する方法が
提供される。前記再送方法は、第１ＰＤＵに含まれている少なくとも１つのＡＲＱブロッ
クを複数のＡＲＱサブブロックに断片化するステップと、前記複数のＡＲＱサブブロック
を少なくとも１つの第２ＰＤＵのペイロードに割り当てるステップと、前記第２ＰＤＵの
前記拡張ヘッダに、前記第２ＰＤＵのペイロードに属する１番目のＡＲＱサブブロックの
シーケンス番号を示す第１フィールドを割り当てるステップと、前記第２ＰＤＵを伝送す
るステップとを含む。
【０００８】
　前記第２ＰＤＵの拡張ヘッダに、前記第２ＰＤＵのペイロードが最後のＡＲＱサブブロ
ックを含むかを示す第２フィールドを割り当てるステップをさらに含むことができる。
【０００９】
　前記複数のＡＲＱサブブロックのうちの一部のＡＲＱサブブロックを、前記少なくとも
１つの第２ＰＤＵのうちのいずれか１つの第２ＰＤＵのペイロードに割り当て、前記複数
のＡＲＱサブブロックのうちの他の一部のＡＲＱサブブロックを、前記少なくとも１つの
第２ＰＤＵのうちの他の１つの第２ＰＤＵのペイロードに割り当てることができる。
【００１０】
　前記ＡＲＱブロックを固定された大きさに断片化し、前記複数のＡＲＱサブブロックを
生成することができる。
【００１１】
　前記第２ＰＤＵの拡張ヘッダに、前記第２ＰＤＵが再構成されるＰＤＵなのかを示す第
３フィールドをさらに割り当てることができる。
【００１２】
　本発明の他の実施形態にかかる再送方法は、第１ＰＤＵに含まれている少なくとも１つ
のＡＲＱブロックを複数のＡＲＱサブブロックに断片化するステップと、前記複数のＡＲ
Ｑサブブロックから少なくとも１つの第２ＰＤＵを生成するステップと、前記第２ＰＤＵ
を伝送するステップとを含む。前記第２ＰＤＵは、拡張ヘッダと、前記複数のＡＲＱサブ
ブロックのうちの少なくとも一部のＡＲＱサブブロックを含むペイロードとを含む。前記
拡張ヘッダは、前記ペイロードが最後のＡＲＱサブブロックを含むかを示す第１フィール
ドを含む。
【００１３】
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　前記拡張ヘッダは、前記ペイロードに属する１番目のＡＲＱサブブロックのシーケンス
番号を示す第２フィールドをさらに含むことができる。
【００１４】
　前記拡張ヘッダは、前記第２ＰＤＵが再構成されるＰＤＵなのかを示す第３フィールド
をさらに含むことができる。
【００１５】
　本発明のさらに他の実施形態によれば、無線通信システムの送信装置が提供され、前記
送信装置は、再断片化部と、ＰＤＵ生成部と、送受信部とを含む。前記再断片化部は、第
１ＰＤＵに含まれている少なくとも１つのＡＲＱブロックを複数のＡＲＱサブブロックに
断片化し、前記複数のＡＲＱサブブロックを少なくとも１つの第２ＰＤＵのペイロードに
割り当てる。前記ＰＤＵ生成部は、自身のペイロードが最後のＡＲＱサブブロックを含む
かを示すフィールドを含む拡張ヘッダを前記第２ＰＤＵに割り当てる。前記送受信部は、
前記第２ＰＤＵを伝送する。
【００１６】
　本発明のさらに他の実施形態にかかる無線通信システムの送信装置のＰＤＵ生成部は、
自身のペイロードに属する１番目のＡＲＱサブブロックのシーケンス番号を示すフィール
ドを含む拡張ヘッダを前記第２ＰＤＵに割り当てる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の一実施形態によれば、再送時にブロックの大きさを可変させるため、再送効率
を向上させることができる。また、１つのＳＤＵごとに１つの拡張ヘッダを用いるのでは
なく、ＰＤＵに属するすべてのＳＤＵまたはＳＤＵ断片に対して１つの拡張ヘッダを使用
するため、拡張ヘッダによるオーバーヘッドを低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の一実施形態にかかる再送装置の概略的なブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態にかかるＰＤＵの再構成方法を示す図である。
【図３】本発明の一実施形態にかかるＰＤＵの拡張ヘッダを示す図である。
【図４】図３によるＰＤＵの再構成の一例を示す。
【図５】図４に示した再構成ＰＤＵの拡張ヘッダの一例を示す。
【図６】図４に示した再構成ＰＤＵの拡張ヘッダの一例を示す。
【図７】本発明の一実施形態にかかるＰＤＵの拡張ヘッダを示す図である。
【図８】図７の各拡張ヘッダブロックを示す図である。
【図９】図７によるＰＤＵの再構成の一例を示す。
【図１０】図９に示した再構成ＰＤＵの拡張ヘッダの一例を示す。
【図１１】図９に示した再構成ＰＤＵの拡張ヘッダの一例を示す。
【図１２】本発明の一実施形態にかかるＰＤＵの拡張ヘッダを示す図である。
【図１３】図１２の各拡張ヘッダブロックを示す図である。
【図１４】本発明の一実施形態にかかるＰＤＵの拡張ヘッダを示す図である。
【図１５】図１４の各拡張ヘッダブロックを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、添付した図面を参考にして、本発明の実施形態について、本発明の属する技術分
野における通常の知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。しかし、本
発明は、種々の異なる形態で実現可能であり、ここで説明する実施形態に限定されない。
そして、図面において、本発明を明確に説明するために説明上不必要な部分は省略し、明
細書全体にわたって類似の部分については類似の図面符号を付した。
【００２０】
　明細書全体において、ある部分がある構成要素を「含む」という時、これは、特に反対
となる記載がない限り、他の構成要素を除外するのではなく、他の構成要素をさらに含む
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ことができることを意味する。
【００２１】
　端末は、移動局（ｍｏｂｉｌｅ　ｓｔａｔｉｏｎ、ＭＳ）、移動端末（ｍｏｂｉｌｅ　
ｔｅｒｍｉｎａｌ、ＭＴ）、加入者局（ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓｔａｔｉｏｎ、ＳＳ）
、携帯加入者局（ｐｏｒｔａｂｌｅ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓｔａｔｉｏｎ、ＰＳＳ）
、ユーザ装置（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ、ＵＥ）、アクセス端末（ａｃｃｅｓｓ　
ｔｅｒｍｉｎａｌ、ＡＴ）などを指し示すこともでき、移動局、ＭＴ、ＳＳ、ＰＳＳ、Ｕ
Ｅ、ＡＴなどの全部または一部の機能を含むこともできる。
【００２２】
　また、基地局（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ、ＢＳ）は、アクセスポイント（ａｃｃｅｓ
ｓ　ｐｏｉｎｔ、ＡＰ）、無線アクセス局（ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｓｔａｔｉｏｎ
、ＲＡＳ）、ノードＢ（ｎｏｄｅ　Ｂ）、高度化ノードＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ｎｏｄｅ　
Ｂ、ｅＮｏｄｅＢ）、送受信基地局（ｂａｓｅ　ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　ｓｔａｔｉｏ
ｎ、ＢＴＳ）、ＭＭＲ（ｍｏｂｉｌｅ　ｍｕｌｔｉｈｏｐ　ｒｅｌａｙ）－ＢＳなどを指
し示すこともでき、ＡＰ、ＲＡＳ、ノードＢ、ｅＮｏｄｅＢ、ＢＴＳ、ＭＭＲ－ＢＳなど
の全部または一部の機能を含むこともできる。
【００２３】
　以下、本発明の実施形態にかかる送信装置および再送方法について、図面を参照して詳
細に説明する。
【００２４】
　図１は、本発明の一実施形態にかかる送信装置の概略的なブロック図であり、図２は、
本発明の一実施形態にかかるＰＤＵの再構成方法を示す図である。
【００２５】
　図１を参照すると、送信装置１００は、断片化／パッキング部１１０と、ＰＤＵ生成部
１２０と、送受信部１３０と、再断片化部１４０とを含む。送信装置１００は、送信側に
形成されており、ダウンリンクの場合、送信側は基地局であり得、アップリンクの場合、
送信側は端末であり得る。
【００２６】
　図１および図２を参照すると、断片化／パッキング部１１０は、初期伝送のために、複
数のＳＤＵ２１０、２２０を利用可能な資源の大きさによって断片化またはパッキングす
るか、断片化／パッキングすることなくＰＤＵ２３０、２４０のペイロード２３１、２４
１を生成する。この場合、ＡＲＱブロックの大きさは、固定されずに可変できる。これに
より、各ＰＤＵ２３０、２４０のペイロード２３１、２４１は、少なくとも１つのＳＤＵ
またはＳＤＵ断片を含む。ＰＤＵ生成部１２０は、各ＰＤＵ２３０、２４０に、当該ＰＤ
Ｕ２３０、２４０に属するＳＤＵまたはＳＤＵ断片に関する情報を含む拡張ヘッダ２３２
、２４２を挿入し、ＰＤＵ２３０、２４０を構成（ａｒｒａｎｇｅｍｅｎｔ）する。そし
て、送受信部１３０は、ＰＤＵ２３０、２４０を受信端に伝送する。
【００２７】
　送受信部１３０が受信端から伝送したＰＤＵのうちの少なくとも一部に対して伝送失敗
を示す応答を受信した場合に、再断片化部１４０は、伝送に失敗したＰＤＵ２４０のペイ
ロード２４１、つまり、ＡＲＱブロックをＡＲＱサブブロックに断片化し、ＰＤＵ２５０
、２６０のペイロード２５１、２６１を生成する。これにより、各ＰＤＵ２５０、２６０
のペイロード２５１、２６１は、少なくとも１つのＳＤＵまたはＳＤＵ断片、つまり、少
なくとも１つのＡＲＱサブブロックを含む。この場合、ＡＲＱサブブロックの大きさはＡ
ＲＱブロックとは異なり、すべてのＡＲＱサブブロックの大きさは同一であり得る。ＰＤ
Ｕ生成部１２０は、各ＰＤＵ２５０、２６０に、当該ＰＤＵ２５０、２６０に属するすべ
てのＳＤＵまたはＳＤＵ断片の情報を含む拡張ヘッダ２５２、２６２をＰＤＵ２５０、２
６０に挿入し、ＰＤＵ２５０、２６０を再構成する。送受信部１３０は、再構成されたＰ
ＤＵ２５０、２６０を受信端に再送する。
【００２８】
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　一方、ＰＤＵ生成部１２０は、各ＰＤＵ２３０、２４０、２５０、２６０に、当該ＰＤ
Ｕの情報を含む媒体アクセス制御（ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ、ＭＡ
Ｃ）ヘッダ２３３、２４３、２５３、２６３をさらに挿入する。
【００２９】
　このように、本発明の一実施形態によれば、再送時に異なる大きさのブロックに断片化
、つまり、断片化するブロックの大きさを可変させるため、再送効率を向上させることが
できる。また、１つのＳＤＵごとに１つの拡張ヘッダを用いるのではなく、ＰＤＵに属す
るすべてのＳＤＵまたはＳＤＵ断片に対して１つの拡張ヘッダを使用するため、拡張ヘッ
ダによるオーバーヘッドを低減することができる。
【００３０】
　次に、再送に用いられるＰＤＵの拡張ヘッダについて、図３～図１０を参照して詳細に
説明する。
【００３１】
　図３は、本発明の一実施形態にかかるＰＤＵの拡張ヘッダを示す図である。
【００３２】
　図３を参照すると、拡張ヘッダは、再送インジケータ（ｒｅｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ
　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ、ＲＩ）フィールド、最後のサブブロックインジケータ（ｌａｓｔ
　ｓｕｂ－ｂｌｏｃｋ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ、ＬＳＩ）フィールド、およびサブシーケン
ス番号（ｓｕｂ－ｓｅｑｕｅｎｃｅ　ｎｕｍｂｅｒ、ＳＳＮ）フィールドを含み、１つの
接続から受信したＳＤＵで構成されたＰＤＵの再送に使用できる。このような拡張ヘッダ
を、断片化およびパッキング拡張ヘッダ（ｆｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｐａｃ
ｋｉｎｇ　ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ｈｅａｄｅｒ、ＦＰＥＨ）とすることができる。
【００３３】
　ＲＩフィールドは、現在のＰＤＵが最初に伝送されるＰＤＵなのか、再送（つまり、再
構成）されるＰＤＵなのかを示す。例えば、ＲＩフィールドの値が「１」であれば、現在
のＰＤＵが再送（再構成）ＰＤＵであることを、「０」であれば、現在のＰＤＵが最初に
伝送される（つまり、再構成されていない）ＰＤＵであることを示すことができる。
【００３４】
　ＬＳＩフィールドは、最初に伝送されたＰＤＵのＡＲＱブロックに対する最後のＡＲＱ
サブブロックが現在のＰＤＵに含まれているかを示す。例えば、ＬＳＩフィールドの値が
「１」であれば、最後のＡＲＱサブブロックが現在のＰＤＵに含まれていることを、「０
」であれば、最後のＡＲＱサブブロックが現在のＰＤＵに含まれていないことを示すこと
ができる。
【００３５】
　ＳＳＮフィールドは、現在のＰＤＵの１番目のＡＲＱサブブロックのシーケンス番号を
示す。
【００３６】
　このように、拡張ヘッダのＲＩフィールド、ＬＳＩフィールド、およびＳＳＮフィール
ドを介して、現在のＰＤＵが再構成ＰＤＵなのか、現在のＰＤＵにどのようなＡＲＱサブ
ブロックが含まれているかを知らせることができる。
【００３７】
　一方、図３に示すように、拡張ヘッダは、ＲＩフィールド、ＬＳＩフィールド、および
ＳＳＮフィールドのほか、シーケンス番号（ｓｅｑｕｅｎｃｅ　ｎｕｍｂｅｒ、ＳＮ）フ
ィールド、断片化制御（ｆｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ、ＦＣ）フィール
ド、終了（ＥＮＤ）フィールド、および長さ（Ｌｅｎｇｔｈ）フィールドを含むことがで
きる。
【００３８】
　ＳＮフィールドは、最初に伝送されたＰＤＵ、つまり、ＡＲＱブロックのシーケンス番
号を示す。
【００３９】
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　ＦＣフィールドは、最初に伝送されたＰＤＵに含まれているＳＤＵの断片化情報を示し
、例えば、表１のように定義される。
【表１】

　終了（ＥＮＤ）フィールドは、次に長さフィールドがあるかを示し、次に長さフィール
ドがなければ、終了フィールドの次のビットは、バイト整列が行われるまで０で埋められ
る。例えば、終了フィールドの値が「０」であれば、次に長さフィールドと終了フィール
ドがあることを示し、「１」であれば、次に長さフィールドがないことを示すことができ
る。つまり、終了フィールドの値が「１」であれば、長さフィールドの代わりに、拡張ヘ
ッダの長さが整列できるように、０の満たされた予約（ｒｅｓｅｒｖｅｄ、Ｒｓｖｄ）フ
ィールドが終了フィールドの次に位置することができる。
【００４０】
　長さ（Ｌｅｎｇｔｈ）フィールドは、１つのＳＤＵまたはＳＤＵ断片に属するＡＲＱサ
ブブロックの長さを示す。１つのＰＤＵにＮ個のＳＤＵまたはＳＤＵ断片が存在すると、
拡張ヘッダは、（Ｎ－１）個の長さフィールドを含むことができる。
【００４１】
　一方、図３に、各フィールドの名前に括弧として記載されている数字は、各フィールド
に割り当てられたビット数の一例を示す。
【００４２】
　ＰＤＵは、図３の拡張ヘッダのほか、ＭＡＣヘッダをさらに含み、また、他の拡張ヘッ
ダをさらに含むことができる。ＰＤＵに少なくとも１つの他の拡張ヘッダが含まれている
場合、この情報をＭＡＣヘッダに記録し、最後の他の拡張ヘッダの次に図３の拡張ヘッダ
を位置させることができる。そして、ＭＡＣヘッダに少なくとも１つの他の拡張ヘッダが
ＰＤＵに含まれている旨の表示がない場合に、図３の拡張ヘッダをＭＡＣヘッダの次に位
置させることができる。こうすると、図３の拡張ヘッダは、当該拡張ヘッダの種類、そし
て、当該拡張ヘッダが現在のＰＤＵに含まれている最後の拡張ヘッダという表示を含まな
くてもよいので、拡張ヘッダのオーバーヘッドを低減することができる。
【００４３】
　次に、図３の拡張ヘッダの一例について、図４～図６を参照して説明する。
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【００４４】
　図４は、図３によるＰＤＵの再構成の一例を示し、図５および図６は、図４に示した再
構成ＰＤＵの拡張ヘッダの一例を示す。
【００４５】
　図４を参照すると、断片化／パッキング部１１０は、１つのＡＲＱ接続から長さ１０５
のＳＤＵ＃１と長さ６０のＳＤＵ＃２とを受信し、ＳＤＵ＃１を断片化し、長さ６０のＳ
ＤＵ＃１断片でＰＤＵ＃１のペイロードを生成し、長さ４５のＳＤＵ＃１断片とＳＤＵ＃
２でＰＤＵ＃２のペイロードを生成する。ＰＤＵ生成部１２０は、ＳＮフィールドの値が
「１」の拡張ヘッダを付けてＰＤＵ＃１を構成し、ＳＮフィールドの値が「２」の拡張ヘ
ッダを付けてＰＤＵ＃２を構成する。送受信部１３０は、ＰＤＵ＃１および＃２をそれぞ
れ送信する。送受信部１３０が受信側からＰＤＵ＃２の伝送失敗の応答を受信すると、再
断片化部１４０は、ＰＤＵ＃２のＡＲＱブロック、つまり、長さ４５のＳＤＵ＃１断片と
ＳＤＵ＃２を長さ２０のＡＲＱサブブロックに再断片化し、最初の３つのＡＲＱサブブロ
ックで新たなＰＤＵ＃３のペイロードを生成し、残りの３つのＡＲＱサブブロックで新た
なＰＤＵ＃４を生成する。ＰＤＵ生成部１２０は、拡張ヘッダを付けてＰＤＵ＃３および
＃４を構成する。つまり、ＰＤＵ生成部１２０は、伝送に失敗したＰＤＵ＃２をＰＤＵ＃
３と＃４に再構成し、送受信部１３０は、ＰＤＵ＃３と＃４の送信によってＰＤＵ＃２の
ＡＲＱブロックを再送する。
【００４６】
　この時、ＰＤＵ＃２に伝送されたＳＤＵ＃１断片の長さが４５で、ＡＲＱサブブロック
の長さが２０であるため、３つのＡＲＱサブブロックを有するＰＤＵ＃３のペイロードは
、ＳＤＵ＃１の断片全体とＳＤＵ＃２の１番目の断片とを含み、ＰＤＵ＃４のペイロード
は、ＳＤＵ＃２の２番目の断片を含む。
【００４７】
　これにより、図５に示したＰＤＵ＃３の拡張ヘッダを参照すると、ＲＩフィールドは「
１」の値を、ＳＮフィールドは「２」の値を、ＦＣフィールドは「１０」の値を、ＬＳＩ
フィールドは「０」の値を、ＳＳＮフィールドは「１」の値を、１番目の終了フィールド
は「０」の値を、１番目の長さフィールドは「１５」の値を、２番目の終了フィールドは
「１」の値を有し、その後のビットは０で埋められる。
【００４８】
　そして、図６に示したＰＤＵ＃４の拡張ヘッダを参照すると、ＲＩフィールドは「１」
の値を、ＳＮフィールドは「２」の値を、ＦＣフィールドは「１０」の値を、ＬＳＩフィ
ールドは「１」の値を、ＳＳＮフィールドは「４」の値を、１番目の終了フィールドは「
１」の値を有し、その後のビットは０で埋められる。
【００４９】
　図７は、本発明の一実施形態にかかるＰＤＵの拡張ヘッダを示す図であり、図８は、図
７の各拡張ヘッダブロックを示す図である。
【００５０】
　図７を参照すると、拡張ヘッダは、複数の接続から受信したＳＤＵで構成されたＰＤＵ
に用いられる拡張ヘッダであり、複数の拡張ヘッダブロック（ＭＥＨＢ１－ＭＥＨＢｎ）
を含む。このような拡張ヘッダを、多重化拡張ヘッダ（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ｅｘ
ｔｅｎｄｅｄ　ｈｅａｄｅｒ、ＭＥＨ）とすることができ、拡張ヘッダブロックを、多重
化拡張ヘッダブロック（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ｈｅａｄｅｒ　
ｂｌｏｃｋ、ＭＥＨＢ）とすることができる。
【００５１】
　各拡張ヘッダブロック（ＭＥＨＢ１－ＭＥＨＢｎ）は、同じ接続から受信したＳＤＵま
たはＳＤＵ断片の情報を含み、拡張ヘッダブロック（ＭＥＨＢ１－ＭＥＨＢｎ）の個数は
、現在のＰＤＵのＳＤＵまたはＳＤＵ断片が属する接続の個数と同一である。
【００５２】
　この時、拡張ヘッダは、当該拡張ヘッダがＰＤＵに含まれている最後の拡張ヘッダなの
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かを示す最後の（Ｌａｓｔ、Ｌ）フィールド、および当該拡張ヘッダの種類を示すタイプ
（Ｔｙｐｅ）フィールドを含むことができる。また、拡張ヘッダは、バイト整列のために
予約（ｒｅｓｅｒｖｅｄ）フィールドをさらに含むことができる。
【００５３】
　図８を参照すると、各拡張ヘッダブロックは、図３の拡張ヘッダと同様に、ＲＩフィー
ルド、ＬＳＩフィールド、およびＳＳＮフィールドを含み、Ｍフィールドとフロー識別子
（ＦｌｏｗＩＤ）フィールドとをさらに含む。
【００５４】
　Ｍフィールドは、現在の拡張ヘッダブロックの次に他の拡張ヘッダブロックが存在する
かを示し、例えば、Ｍフィールドの値が「１」であれば、現在の拡張ヘッダブロックが拡
張ヘッダに属する最後の拡張ヘッダブロックであることを、「０」であれば、次の拡張ヘ
ッダブロックが存在することを示す。
【００５５】
　ＦｌｏｗＩＤフィールドは、現在の拡張ヘッダブロックに含まれているＳＤＵまたはＳ
ＤＵ断片に関連付けられた無線接続の識別子を示す。拡張ヘッダの１番目の拡張ヘッダブ
ロックは、ＦｌｏｗＩＤフィールドを含まなくてもよい。この場合、１番目の拡張ヘッダ
ブロックのフロー識別子は、ＰＤＵのＭＡＣヘッダに設定されたフロー識別子と同じ値と
見なされる。
【００５６】
　また、各拡張ヘッダブロックは、ＦＣフィールド、ＳＮフィールド、長さインジケータ
（ｌｅｎｇｔｈ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ、ＬＩ）フィールド、および長さ（Ｌｅｎｇｔｈ）
フィールドをさらに含むことができる。
【００５７】
　ＦＣフィールドは、当該拡張ヘッダブロックに含まれているＳＤＵまたはＳＤＵ断片が
どのような方式で断片化またはパッキングされたかを示すものであり、最初に伝送された
ＰＤＵに含まれている拡張ヘッダブロックと同じ値を有する。ＦＣフィールドは、例えば
、前述した表１のように定義される。
【００５８】
　ＳＮフィールドは、最初に伝送されたＰＤＵのシーケンス番号を示す。
【００５９】
　ＬＩフィールドは、次に長さフィールドがあるかを示す。例えば、ＬＩフィールドの値
が「０」であれば、次に長さフィールドがあることを示し、「１」であれば、次に長さフ
ィールドがなく、バイト整列のためのフィールド（予約フィールド）があることを示すこ
とができる。
【００６０】
　長さフィールドは、同じＳＤＵに属するＡＲＱサブブロックの長さを示す。１番目の拡
張ヘッダブロックに含まれている１番目のＳＤＵまたはＳＤＵ断片の長さは、拡張ヘッダ
ブロックに含まれない。この場合、１番目のＳＤＵまたはＳＤＵ断片の長さは、ＭＡＣヘ
ッダに含まれているＰＤＵの全長から、残りの拡張ヘッダブロックに含まれている長さフ
ィールドの値の合計と拡張ヘッダの全長を差し引いて計算することができる。長さフィー
ルドの前のＬＩフィールドの値が「１」であれば、長さフィールドの代わりに、全体の拡
張ヘッダブロックの長さが整列できるように、０の詰められた予約フィールドがＬＩフィ
ールドの次に位置することができる。
【００６１】
　次に、図７および図８の拡張ヘッダの一例について、図９～図１１を参照して説明する
。
【００６２】
　図９は、図７によるＰＤＵの再構成の一例を示し、図１０および図１１は、図９に示し
た再構成ＰＤＵの拡張ヘッダの一例を示す。
【００６３】
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　図９を参照すると、断片化／パッキング部１１０は、１つのＡＲＱ接続（ＦｌｏｗＩＤ
＃１）から長さ１０５のＳＤＵ＃１を、他のＡＲＱ接続（ＦｌｏｗＩＤ＃２）から長さ６
０のＳＤＵ＃２を受信する。断片化／パッキング部１１０は、ＳＤＵ＃１を断片化し、長
さ６０のＳＤＵ＃１断片でＰＤＵ＃１のペイロードを生成し、長さ４５のＳＤＵ＃１断片
とＳＤＵ＃２でＰＤＵ＃２のペイロードを生成する。ＰＤＵ生成部１２０は、ＳＮフィー
ルドの値が「１」の拡張ヘッダを付けてＰＤＵ＃１を構成し、ＳＮフィールドの値として
「２」と「１」を有する拡張ヘッダを付けてＰＤＵ＃２を構成する。送受信部１３０は、
ＰＤＵ＃１および＃２をそれぞれ送信する。送受信部１３０が受信側からＰＤＵ＃２の伝
送失敗の応答を受信すると、再断片化部１４０は、長さ４５のＳＤＵ＃１断片とＳＤＵ＃
２をそれぞれ長さ２０のＡＲＱサブブロックに再断片化し、最初の４つのＡＲＱサブブロ
ックで新たなＰＤＵ＃３のペイロードを生成し、残りの２つのＡＲＱサブブロックで新た
なＰＤＵ＃４を生成する。ＰＤＵ生成部１２０は、拡張ヘッダを付けてＰＤＵ＃３および
＃４を構成する。つまり、ＰＤＵ生成部１２０は、伝送に失敗したＰＤＵ＃２をＰＤＵ＃
３と＃４に再構成し、送受信部１３０は、ＰＤＵ＃３と＃４の送信によってＰＤＵ＃２の
ＡＲＱブロックを再送する。ＡＲＱサブブロックの長さが２０の場合、ＰＤＵ＃３のペイ
ロードは、ＳＤＵ＃１の断片全体とＳＤＵ＃２の１番目の断片とを含み、ＰＤＵ＃４のペ
イロードは、ＳＤＵ＃２の２番目の断片を含むことができる。
【００６４】
　図１０に示したＰＤＵ＃３の拡張ヘッダを参照すると、Ｌフィールドの値は「１」であ
り、拡張ヘッダは、ＦｌｏｗＩＤ＃１のＡＲＱ接続に対する拡張ヘッダブロックと、Ｆｌ
ｏｗＩＤ＃２のＡＲＱ接続に対する拡張ヘッダブロックとを有する。１番目の拡張ヘッダ
ブロックにおいて、Ｍフィールドは「０」の値を、ＲＩフィールドは「１」の値を、ＦＣ
フィールドは「１０」の値を、ＳＮフィールドは「２」の値を、ＬＳＩフィールドは「１
」の値を、ＳＳＮフィールドは「１」の値を、ＬＩフィールドは「１」の値を有し、１番
目の長さフィールド、つまり、予約フィールドは０で埋められる。２番目の拡張ヘッダブ
ロックにおいて、Ｍフィールドは「１」の値を、ＲＩフィールドは「１」の値を、Ｆｌｏ
ｗＩＤフィールドは「２」の値を、ＦＣフィールドは「００」の値を、ＳＮフィールドは
「１」の値を、ＬＳＩフィールドは「０」の値を、ＳＳＮフィールドは「１」の値を、１
番目のＬＩフィールドは「０」の値を、１番目の長さフィールドは「２０」の値を、２番
目のＬＩフィールドは「１」の値を有し、その後のビットは０で埋められる。
【００６５】
　そして、ＰＤＵ＃４は、１つの接続（ＦｌｏｗＩＤ＃２）から受信したＳＤＵ＃２の断
片のみを含むため、ＰＤＵ＃４の拡張ヘッダは、図３で説明した拡張ヘッダ（ＦＰＥＨ）
の形態で構成される。したがって、図１１に示すように、ＰＤＵ＃４の拡張ヘッダにおい
て、ＲＩフィールドは「１」の値を、ＦＣフィールドは「００」の値を、ＳＮフィールド
は「１」の値を、ＬＳＩフィールドは「１」の値を、ＳＳＮフィールドは「２」の値を、
終了フィールドは「１」の値を有し、その後のビットは０で埋められる。
【００６６】
　以上、図３～図１１を参照して説明した拡張ヘッダは、ＲＩフィールドの値によって、
再送のみならず、初期伝送にも使用できる。これとは異なり、以下では、初期伝送時に用
いた拡張ヘッダとは別途に、再送にのみ使用する拡張ヘッダについて、図１２および図１
３を参照して説明する。
【００６７】
　図１２は、本発明の一実施形態にかかるＰＤＵの拡張ヘッダを示す図であり、図１３は
、図１２の各拡張ヘッダブロックを示す図である。
【００６８】
　図１２を参照すると、拡張ヘッダは、Ｌフィールドとタイプ（Ｔｙｐｅ）フィールドと
を含み、複数の接続にそれぞれ対応する複数の拡張ヘッダブロック（ＡＲＩＢ１－ＡＲＩ
Ｂｎ）を有する。このような拡張ヘッダを、ＡＲＱ再送拡張ヘッダとすることができ、拡
張ヘッダブロックを、ＡＲＱ再送情報ブロック（ＡＲＱ　ｒｅｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ



(13) JP 2012-525058 A 2012.10.18

10

20

30

40

50

　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｂｌｏｃｋ、ＡＲＩＢ）とすることができる。
【００６９】
　図１３を参照すると、各ＡＲＩＢは、Ｍフィールド、ＬＳＩフィールド、およびＳＳＮ
フィールドを含む。
【００７０】
　Ｌフィールド、タイプフィールド、Ｍフィールド、ＬＳＩフィールド、およびＳＳＮフ
ィールドは、図３～図１１を参照して説明したように定義される。
【００７１】
　一方、１つの接続に対する拡張ヘッダと多重接続に対する拡張ヘッダを、１つの拡張ヘ
ッダと表現することができ、このような実施形態について、図１４および図１５を参照し
て説明する。
【００７２】
　図１４は、本発明の一実施形態にかかるＰＤＵの拡張ヘッダを示す図であり、図１５は
、図１４の各拡張ヘッダブロックを示す図である。
【００７３】
　図１４を参照すると、拡張ヘッダは、少なくとも１つの接続にそれぞれ対応する少なく
とも１つの拡張ヘッダブロック（ＦＰＭＥＨＢ１－ＦＰＭＥＨＢｎ）を含み、図３を参照
して説明した拡張ヘッダと、図７を参照して説明した拡張ヘッダとの統合された形態に対
応する。このような拡張ヘッダを、断片化、パッキングおよび多重化拡張ヘッダ（ｆｒａ
ｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ、ｐａｃｋｉｎｇ　ａｎｄ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ｅｘｔｅ
ｎｄｅｄ　ｈｅａｄｅｒ、ＦＰＭＥＨ）とすることができ、拡張ヘッダブロックを、断片
化、パッキングおよび多重化拡張ヘッダブロック（ｆｒａｇｍｅｎｔａｔｉｏｎ、ｐａｃ
ｋｉｎｇ　ａｎｄ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ　ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ｈｅａｄｅｒｂｌｏ
ｃｋ、ＦＰＭＥＨＢ）とすることができる。
【００７４】
　図１５を参照すると、各拡張ヘッダブロックは、図８を参照して説明した拡張ヘッダブ
ロックと同様の構造を有することができる。
【００７５】
　ただし、図７とは異なり、拡張ヘッダは、Ｌフィールドとタイプ（Ｔｙｐｅ）フィール
ドとを含まない。代わりに、ＰＤＵに少なくとも１つの他の拡張ヘッダが含まれている旨
の表示がＭＡＣヘッダにある場合、最後の他の拡張ヘッダの次に図１４の拡張ヘッダが位
置することができる。そして、ＭＡＣヘッダに少なくとも１つの他の拡張ヘッダがＰＤＵ
に含まれている旨の表示がない場合に、図１４の拡張ヘッダがＭＡＣヘッダのすぐ次に位
置することができる。
【００７６】
　以上、本発明の実施形態について詳細に説明したが、本発明の権利範囲は、これに限定
されるものではなく、下記の請求の範囲で定義している本発明の基本概念を利用した当業
者の様々な変形および改良形態も、本発明の権利範囲に属する。
【符号の説明】
【００７７】
　１００　　　送信装置
　１１０　　　断片化／パッキング部
　１２０　　　ＰＤＵ生成部
　１３０　　　送受信部
　１４０　　　再断片化部
　２１０、２２０　　　ＳＤＵ
　２３０、２４０、２５０、２６０　　　 ＰＤＵ
　２３１、２４１、２５１、２６１　　　 ペイロード
　２３２、２４２、２５２、２６２　　　 拡張ヘッダ
　２３３、２４３、２５３、２６３　　　 媒体アクセス制御ヘッダ
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【手続補正書】
【提出日】平成23年12月27日(2011.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムの送信装置でプロトコルデータユニット（ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄａｔ
ａ　ｕｎｉｔ、ＰＤＵ）を再送する方法であって、
　第１ＰＤＵに含まれている少なくとも１つの自動再送要求（ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅ
ｐｅａｔ　ｒｅｑｕｅｓｔ、ＡＲＱ）ブロックを複数のＡＲＱサブブロックに断片化する
ステップと、
　前記複数のＡＲＱサブブロックのうちの少なくとも１つのＡＲＱサブブロックを第２Ｐ
ＤＵのペイロードに割り当てるステップと、
　前記第２ＰＤＵの前記拡張ヘッダに、前記第２ＰＤＵのペイロードに属する１番目のＡ
ＲＱサブブロックのシーケンス番号を示す第１フィールドを割り当てるステップと、
　前記第２ＰＤＵを伝送するステップとを含むことを特徴とする再送方法。
【請求項２】
　前記第２ＰＤＵの拡張ヘッダに、前記第２ＰＤＵのペイロードが最後のＡＲＱサブブロ
ックを含むかを示す第２フィールドを割り当てるステップをさらに含むことを特徴とする
請求項１に記載の再送方法。
【請求項３】
　前記ペイロードに割り当てるステップは、
　前記複数のＡＲＱサブブロックのうちの残り一部のＡＲＱサブブロックを第３ＰＤＵの
ペイロードに割り当てるステップとを含むことを特徴とする請求項１に記載の再送方法。
【請求項４】
　前記断片化するステップは、前記ＡＲＱブロックを固定された大きさに断片化し、前記
複数のＡＲＱサブブロックを生成するステップを含むことを特徴とする請求項１に記載の
再送方法。
【請求項５】
　前記第２ＰＤＵの拡張ヘッダに、前記第２ＰＤＵが再構成されるＰＤＵなのかを示す第
２フィールドを割り当てるステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の再送
方法。
【請求項６】
　前記第２ＰＤＵの拡張ヘッダに、前記ＡＲＱブロックのシーケンス番号を示す第２フィ
ールドを割り当てるステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の再送方法。
【請求項７】
　前記第２ＰＤＵの拡張ヘッダに、前記第１ＰＤＵに含まれているサービスデータユニッ
ト（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ、ＳＤＵ）の断片化情報を示す第２フィールド
を割り当てるステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の再送方法。
【請求項８】
　前記第２ＰＤＵのペイロードに少なくとも１つのＳＤＵまたはＳＤＵ断片が含まれる場
合、前記第２ＰＤＵの拡張ヘッダに各ＳＤＵまたはＳＤＵ断片の長さを示す第２フィール
ドを割り当てるステップをさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の再送方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのＡＲＱブロックは、第１接続からの第１ＡＲＱブロックと、第２
接続からの第２ＡＲＱブロックとを含み、
　前記複数のＡＲＱサブブロックは、前記第１ＡＲＱブロックが断片化された複数の第１
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ＡＲＱサブブロックと、前記第２ＡＲＱブロックが断片化された複数の第２ＡＲＱサブブ
ロックとを含み、
　前記再送方法は、前記第２ＰＤＵの拡張ヘッダに、少なくとも１つの拡張ヘッダブロッ
クを割り当てるステップをさらに含み、
　前記少なくとも１つの拡張ヘッダブロックは、前記第１接続に対応する少なくとも１つ
の第１拡張ヘッダブロックと、前記第２接続に対応する少なくとも１つの第２拡張ヘッダ
ブロックとを含み、
　前記第１フィールドを割り当てるステップは、前記第１および第２拡張ヘッダブロック
に、それぞれ前記第１フィールドを割り当てるステップを含むことを特徴とする請求項１
に記載の再送方法。
【請求項１０】
　前記第１および第２拡張ヘッダブロックに、それぞれ前記第２ＰＤＵのペイロードが最
後のＡＲＱサブブロックを含むかを示す第２フィールドを割り当てるステップをさらに含
むことを特徴とする請求項９に記載の再送方法。
【請求項１１】
　前記第１および第２拡張ヘッダブロックに、それぞれ前記第２ＰＤＵが再構成されるＰ
ＤＵなのかを示す第２フィールドを割り当てるステップをさらに含むことを特徴とする請
求項９に記載の再送方法。
【請求項１２】
　前記第１および第２拡張ヘッダブロックに、それぞれ当該拡張ヘッダブロックに含まれ
ているＡＲＱサブブロックに対する接続の識別子を示す第２フィールドを割り当てるステ
ップをさらに含むことを特徴とする請求項９に記載の再送方法。
【請求項１３】
　前記第１および第２拡張ヘッダブロックに、それぞれ当該拡張ヘッダブロックの次に他
の拡張ヘッダブロックが存在するかを示す第２フィールドを割り当てるステップをさらに
含むことを特徴とする請求項９に記載の再送方法。
【請求項１４】
　前記第１ＰＤＵは、初期伝送に失敗したＰＤＵであることを特徴とする請求項１に記載
の再送方法。
【請求項１５】
　無線通信システムの送信装置でＰＤＵを再送する方法であって、
　第１ＰＤＵに含まれている少なくとも１つのＡＲＱブロックを複数のＡＲＱサブブロッ
クに断片化するステップと、
　前記複数のＡＲＱサブブロックのうちの少なくとも１つのＡＲＱサブブロックから第２
ＰＤＵを生成するステップと、
　前記第２ＰＤＵを伝送するステップとを含み、
　前記第２ＰＤＵは、
　拡張ヘッダと、
　前記少なくとも１つのＡＲＱサブブロックを含むペイロードとを含み、
　前記拡張ヘッダは、前記ペイロードが最後のＡＲＱサブブロックを含むかを示す第１フ
ィールドを含むことを特徴とする再送方法。
【請求項１６】
　前記拡張ヘッダは、前記ペイロードに属する１番目のＡＲＱサブブロックのシーケンス
番号を示す第２フィールドをさらに含むことを特徴とする請求項１５に記載の再送方法。
【請求項１７】
　前記拡張ヘッダは、前記第２ＰＤＵが再構成されるＰＤＵなのかを示す第２フィールド
をさらに含むことを特徴とする請求項１５に記載の再送方法。
【請求項１８】
　前記拡張ヘッダは、前記ＡＲＱブロックのシーケンス番号を示す第２フィールドをさら
に含むことを特徴とする請求項１５に記載の再送方法。
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【請求項１９】
　前記拡張ヘッダは、前記第１ＰＤＵに含まれているＳＤＵの断片化情報を示す第２フィ
ールドをさらに含むことを特徴とする請求項１５に記載の再送方法。
【請求項２０】
　前記第２ＰＤＵのペイロードに少なくとも１つのＳＤＵまたはＳＤＵ断片が含まれる場
合、前記拡張ヘッダは各ＳＤＵまたはＳＤＵ断片の長さを示す第２フィールドをさらに含
むことを特徴とする請求項１５に記載の再送方法。
【請求項２１】
　前記断片化するステップは、前記ＡＲＱブロックを固定された大きさに断片化し、前記
複数のＡＲＱサブブロックを生成するステップを含むことを特徴とする請求項１５に記載
の再送方法。
【請求項２２】
　無線通信システムの送信装置であって、
　第１ＰＤＵに含まれている少なくとも１つのＡＲＱブロックを複数のＡＲＱサブブロッ
クに断片化し、前記複数のＡＲＱサブブロックのうちの少なくとも１つのＡＲＱサブブロ
ックを第２ＰＤＵのペイロードに割り当てる再断片化部と、
　自身のペイロードが最後のＡＲＱサブブロックを含むかを示すフィールドを含む拡張ヘ
ッダを前記第２ＰＤＵに割り当てるＰＤＵ生成部と、
　前記第２ＰＤＵを伝送する送受信部とを含むことを特徴とする送信装置。
【請求項２３】
　無線通信システムの送信装置であって、
　第１ＰＤＵに含まれている少なくとも１つのＡＲＱブロックを複数のＡＲＱサブブロッ
クに断片化し、前記複数のＡＲＱサブブロックのうちの少なくとも１つのＡＲＱサブブロ
ックを第２ＰＤＵのペイロードに割り当てる再断片化部と、
　自身のペイロードに属する１番目のＡＲＱサブブロックのシーケンス番号を示すフィー
ルドを含む拡張ヘッダを前記第２ＰＤＵに割り当てるＰＤＵ生成部と、
　前記第２ＰＤＵを伝送する送受信部とを含むことを特徴とする送信装置。
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